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坂城中学校の『グランドデザイン』





Chromebookの活用と友愛モード

毎日、生徒がchromebookを使う機会を
生み出す

友愛モード（４人グループによる学び合い）を

授業の中に位置付ける

友愛ポリシー・ヘルプ・傾聴



新年度当初の動き

４月１日～６日（６日入学式）

Classroomの作成（担任・教科担任）

７日（水） 新学級にて、classroomへ生徒を招待

８日（木） ２，３年 chromebookの活用開始

２、３年・・・朝の入力フォーム

１年・・・スタートアップ研修

（ID・パスワード配布、友愛ポリシー、classroomへ招待）



新年度当初の動き

生徒は毎朝、
classroomをチェック

朝の入力フォーム



新年度当初の動き

 ９日（金）～ 全校生徒、

朝の入力フォームに入力開始

１３日（火） 春の研修会

『classroomとフォームの活用研修』を実施

坂城中職員、坂城町小学校教頭、坂城町GIGA推進委員が参加

１４日（水） 授業の振り返りフォーム（定型）の開始



まずは『やってみよう』の１ヶ月目

定型の「朝の入力フォーム」と「振り返り」のみ

１、２週目：学習規律

（授業中のchromebookの取り扱い）

フォームのみ利用

 ３週目：classroomの活用（課題の配布、提出、編集等）

 ４週目：フォーム以外のツールを活用

（スライド、スプレッドシート、ドキュメントなど）

GIGAロードマップを共通理解



『色々やってみよう』の２ヶ月目

校内放送から、Web会議アプリ（Google Meet）の活用へ

校長講話では、classroomを活用し、

資料を配付してワークショップ

資料を送信
フォーム確認

テキストマイニング



『色々やってみよう』の２ヶ月目

生徒集会や生徒総会では、

採決に「フォーム」を活用

質疑応答に「 Meet 」を活用

生徒主体の活用



学校DX（デジタルトランスフォーメーション）

授業だけでなく、授業以外でも活用していく

月目標の振り返り、生徒会アンケート

１年生へ学校行事の説明動画

欠席・遅刻連絡フォーム

いじめ人権アンケートなど各種アンケート

保護者へのアンケート

業務の効率化
時間短縮



町全体でも動く２ヶ月目

Web会議アプリ（Meet・ZOOM）を使う研修

全職員が扱えるようにする工夫として

GIGA授業公開

全クラス公開し、Meetで参観

坂城町ICT教育アドバイザー

信州大学 佐藤和紀先生による講演会



１００日目を迎える今

参観日では、chromebookを活用した授業を公開

保護者の方にも理解を深めてもらう

Google workspaceが、誰でも当たり前のように使え
るツールになりつつある

休み時間や放課後、部活動での活用

家庭へ持ち帰り学習に活用

学校生活の中にchromebookがある



みんなが楽しいデジタルスクールとは

学力向上

【友愛モードでの学び合い】
相手に思いを寄せる（友愛）
分からないが言える（ヘルプ）
自分の話を聞いてもらえる（傾聴）

安心な教室

【協働的に学び】
「話す」ことで「分かる」
友だちの考えが分かる

手を挙げなくても発言できる

楽しい学校
chromebook
の活用

個別最適な学び
調べ学習、発信

知識・技能の習得
から

資質・能力の育成へ



チームで推進していくことが重要

誰か一人ではなく、複数の職員で

GIGA推進係・研究主任・情報係

仲間が増えていく

使える人が増えていく

使ってみようと思う人が増えていく

使うことが当たり前になっていく



チームで推進していくことが重要



やれることから始める

長けている人なら、

端末があれば「何でもできる」

どんなことができるの？

あれも、これも・・・

準備に時間がかかる

苦しい



やれることから始める

スライドで発表

フォームで確認テスト



やれることから始める

Jamboardで化学変化を
協働でまとめる

付箋やコメントで
アドバイスをもらう



事前アンケートより

今ある教材の活用方法、デジタル教材の使い方

⇒ デジタル教科書（教師用６月に５教科、生徒用、英語のみ）

授業後の評価や蓄積

⇒ 授業の振り返りの蓄積、考え方の変容、集約

ドリル学習以外の事例

⇒ 協働的な学び 一緒に考える、友だちの考えを見に行く、

意見に対して反応する、まねる、個別学習の積み重ね

活用しているアプリ

⇒ Googleworkspace



事前アンケートより

どの教科、どの先生でも同じようにできるのか

⇒ 全員がchromebookを使えます

もちろん同じようにではないですが、技能教科でしかできない

こともある。教科の特性に合わせた使い方もある。

先生が使うことよりも、生徒が使える方が大切

タブレットの利用の実情や活用方法

ミライシードの事例

⇒ 長野市の先生方に聞いてみたいです



やれることから始める

ではなく、まずは○○だけ使ってみる

使わなければ分からない

生徒児童に聞きながら、一緒に使ってみる

使っていくと、授業構想に繋がっていく

授業のこの場面で使ってみたい



１００日の次に向けて

① Chromebookの持ち帰り学習（モチ学）

目的は『持ち帰らせる』ではない

何のために持ち帰るのか

・生徒用デジタル教科書（英語）

音読、リスニング、予習、復習

・学習のまとめや発表スライド作り

・AIドリルを活用した自主学習

持ち帰って、学校生活に生かす



１００日の次に向けて

② 授業での活用の充実

・アウトプットを重視した授業へ

・プレゼンやレポート発表など｢発信｣場面を増やす

③保護者のchromebookやクラウド活用への理解

・活用場面の具体的な紹介

・セキュリティーポリシーの説明や共有

Chromebookが学びへの繋がり


